
ジカウイルス感染症 

 

 立春も過ぎ、１４日には関東地方にも「春一番」が吹き、東京都心では最高

気温２３度を記録するなど暖かな日となりました。休み明けの月曜日には一転

寒気が流れ込み、２月らしい気候に逆戻りしましたが、日一日と春の近づきを

感じます。ウインタースポーツはシーズン終盤を迎え、スキーノルディック競

技では、ワールドカップを転戦するジャンプの葛西選手が３試合連続で３位に

入り、自身の持つ最年長表彰台記録を４３歳８ヶ月に更新、１９歳の女性ジャ

ンパー高梨選手もワールドカップの連勝記録を更新する１０連勝を飾り、１４

戦を終えて１１勝と圧倒的強さを見せています。 

さて、政府は２月５日に感染症法に規定する四類感染症として「ジカウイル

ス感染症」を追加する政令改正を公布し、１５日から施行しました。 

ジカウイルス感染症（ジカ熱）は、デング熱や日本脳炎と同類のフラビウイ

ルス属のジカウイルによる感染症で、ネッタイジマカやヒストジマカなどが媒

介して人へと感染します。デング熱ほど強い症状は示さないものの、軽度の発

熱、頭痛、関節痛など似た症状を示しますが、不顕性感染も多く、８割程が症

状を示さないとも言われています。日本においては、これまでも外務省が感染

症危険情報を発出して渡航者及び滞在者に対する注意喚起を行うとともに、検

疫体制の強化や医療機関への情報提供等を実施して、ジカウイルス感染症の防

御に努めてきています。 

ジカウイルス感染症については、昨年の５月以降、ブラジルをはじめとする

コロンビアやベネズエラなど中南米地域を中心に感染者が多数報告され、さら

に１１月には、ブラジル保健省が小頭症の新生児からジカウイルスＲＮＡを検

出したとして、ジカウイルス感染症と小頭症との関連の可能性が疑われること

を発表しました。現段階では胎児（小頭症）への影響との因果関係は明らかで

ないものの、米国ＣＤＣや欧州ＣＤＣは流行地域への妊婦の渡航を控えるよう

通告しました。また、ＷＨＯは２月１日に緊急委員会を開催、小頭症及び神経

障害の多発について、「ＰＨＥＩＣ（国際的に懸念される公衆の保健上の緊急事

態）」に該当すると宣言しました。８月にリオデジャネイロ五輪を控えるブラジ

ルでは、ルセル大統領を先頭に内閣・軍をあげてジカ感染症の撲滅に取り組ん

でいます。 

こうした中、政府は９日に第３回の「国際的に脅威となる感染症対策関係閣

僚会議」開催し、エボラ出血熱など国際的に脅威となる感染症への対策を強化

する今後５年間の基本計画を決定しました。基本計画では、「開発途上国感染症

対策強化」、「国際感染症対応人材育成・派遣」、「感染症危機管理体制強化」な

ど５つの重点プロジェクトを掲げ、これらの取り組みを進めて国際社会での責



任・役割を果たすと同時に、国民の安心・安全の確保に万全を期すとしていま

す。 

感染症の脅威を無くすのは容易なことではありませんが、その実現に向けて

しっかり取り組んで参りたいと思います。 


